
     

 

 

校長あいさつ 

校長 植田 貴子 

「学校の先生方は、子どもたちの“よさ”や“強み”を探すプロですよね。だから、在学中に、小さ

い時から、子どもたちのよいところをたくさん見つけてもらい、私たちに教えていただきたいのです。

なぜなら、教えていただいたよいところを生かした支援を行えば、本人の力を最大限に生かした活

動ができますよね。」先日、ある事業所の代表の方とお話する機会がありました。その時の言葉です。 

「あなたの強みは何ですか？」「あなたのよいところは何ですか？」と質問された時、私たち大人

も、自信をもって答えることができる人は、どのくらいいるのでしょうか。自分でそのように思っていて

も言葉にできるかどうか、周囲もそれを認めてくれているのだろうかと考えると、自信をもってはっき

りと答えられる人は少ないのではないかと思います。しかし、身近な人から、「あなたは、〇〇がすば

らしいね。」「あなたは、〇〇が上手ね。」「〇〇ができるのね。」と言われたら、誰もがうれしい気持ち

にもなりますし、大きな自信にもなります。さて、みなさん、この一週間でほめられたことは何です

か？残念ながら、私はありませんでした。みなさんは、どうですか？大人になると、ほめられる場面は、

極端に少なくなります。「ほめられる・認められる」これは、子どもの特権なのかもしれません。 

先月の父母と教師の会総会で、本校は、今年度も小学部・中学部・高等部において、計画的に

「キャリア教育」を進めていきますとお話しました。「キャリア教育＝進路指導」ではありません。「キャ

リア」とは、どのような意味なのでしょうか。文部科学省は、「キャリア」の意味するところを、「人が生

涯の中で様々な役割を果たす過程で、自分の役割の価値や自分の役割との関係を見出していく連

なりや積み重ね」としています。小学部からの学習や体験の積み重ねの中で「できる」ことを積み上

げ、自分の「よさ」や「強み」を理解しながら、自分にしかできない役割を見つけていくことだと考え

ます。 

学校、家庭、地域、それぞれの場面で、子どもたちは、いろいろな姿を見せてくれます。それぞれの

立場で、もっと、子どもたちの「よさ」に注目してみませんか。これまでの子どもたちの姿とは違った

見え方や捉え方ができると思います。私も、子どもたちの可能性を広げた支援に繋がるよう、子ども

たちの「よさ」をたくさん見つけていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

進路 「夢」 実現 

進路だより 第１号 

令和７年６月１８日発行 

大笹生支援学校キャリア支援部 

－ １ － 

小学部では、将来の自立と社会参加を見据え、

小学部段階で身に付けたい力を明確にしてキャリ

ア教育を実施しています。日常的な挨拶の場面や

学部の集会活動・学級の係活動等の中で、他者

とかかわる力や集団の中で役割を果たす力等を

育成できるよう、児童一人一人の実態に合わせな

がら日々の取り組みを重ねています。 

                 小学部主事 武田 良 

 中学部の特別活動「学部集会」は、自分の将来や社会

づくりにつなげていくために必要な力の育成を目指し、

「他者を理解する力」「協力・協働」等の視点で生徒一

人一人の身に付けたい力を明確にして活動しています。  

活動内容を決めるところから当日の進行まで生徒達

で役割を担い、全学年が集って生き生きと活動を楽しむ

姿から、自分の力を発揮している様子が伝わります。 

今後とも中学部段階で育むキャリア教育の視点を大

切にしながら、取り組んでいきたいと考えます。 

                       中学部主事 伊藤 真実子 

小・中学部でのキャリア教育について 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

サービス班                                                 

高等部主事 佐藤 聖倫 

 

新年度がスタートして３ヶ月目に入り、高等部の生徒たちはそれぞれの目標に向かって生き生きと学

校生活を送っております。６月は、進路実現に向けた重要な学びの場である「前期産業現場等におけ

る実習」が行われています。６月９日（月）から２０日（金）までの２週間、事業所様や企業様にも御協

力いただき、校内外で実施しています。 

校内での実習は、清掃作業を中心とした「クリーン活動班」、喫茶接遇サービス技術習得を目指す

「サービス班」、店舗販売を想定し品出し等の技術の向上を目指す「品出し班」、牛乳パックなどを再

利用してリサイクル製品を作製する「リサイクル班」の４つの班に分かれて行っています。また、校外で

は２・３年生が中心となりますが、実際の職場などで実践的な実習に臨んでいます。 

１１月の後期実習と年に２回、合わせて約１か月に及ぶ実習期間中は、クラスに行くこともなければ

他の授業を行うこともありません。卒業後の生活に近い環境の中、働くことの意義や高等部卒業後の

社会生活を送るために必要となる力について学ぶとともに、自分の適性や課題を知り、進路実現に向

けて前進していくことを目指しています。 

保護者の皆様にも、お子様の進路実現に向け本実習が実りあるものとなりますよう、打ち合わせや

反省会への御参加や必要物品などの御準備、実習中の生活や心のサポート、体調管理などへの御協

力をいただきながら進めております。御協力ありがとうございます。 

来週、また少し、またひと回り、成長した生徒たちの姿を見ることができるのを楽しみにしています。 

昨年度の前期産業現場等における実習の様子 

品出し班 

高等部は産業現場等における実習中です 

 

ヤマト運輸                                   リーフスジョブセンター太平寺                                                 

リサイクル班 

－ ２ － 

箱折り班 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   高等部２年生保護者 

 
今回お話をお聞きしたのは、ドラッグストアで品出しや清掃などを中心とした業務と就労継

続支援Ｂ型事業所で飲食店に卸す野菜をカットする業務に就く２名の卒業生です。 

動画で実際に働く様子を見せていただきましたが、お二人共スピーディーで、丁寧・正確に

作業する姿や堂々とした接客態度は一社会人としてとても立派でした。最初こそ緊張して不安

だったそうですが、冷静に対処することで成功体験が自信につながったと話されていました。 

休日には、運動や散歩などでリフレッシュし、給料で趣味の物を買ったり、家族サービスに

充てたりするなど、充実した生活を送られていると感じました。 

「高等部作業班や部活での経験を進路に活かすことができた。」と話されていて、学校での

様々な活動が将来の土台作りに大きな役割を担っていると感じました。 

お話をされた先輩方が職業人として社会参加を果たし、元気に活躍する姿に感動し、多くの

刺激を受けました。 

この発表会が卒業後の進路を熟考する良い機会となりましたことに感謝申し上げます。 

◎  ５月２０日（火）に「卒業生体験発表会」を開催しました。参加した生徒や保護

者の方の感想をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業生体験発表会に参加して

高等部 3年 Ｔ・Ｒ 

 

                       昨年度は、就職はまだ先のことと思っていました。しかし、4 

月に3年生となり、来年には就職するのだという実感が少しず 

つ湧いていましたが、今回卒業生の先輩方の話を聞き、その 

実感がより強いものとなりました。 

2 名の先輩から、進路先が決まるまでの不安な気持ち、実習と就職してからの違いについ

てなど、様々な話をしていただきました。中でも特に印象に残った内容は、学生の今のうちに身

に付けておいた方が良いことについてです。規則正しい生活や気持ちの切り替え、あいさつが

できるようになっておくことが重要だと学ぶことができました。 

今の私の生活を振り返ると、よく不平不満を口に出してしまったり、友達や先生方に話を聞

いてもらって気持ちを落ち着かせたりすることが多く、気持ちのコントロールができているとは

言えないと感じています。これから現場実習も始まりますので、学校生活だけでなく実習先で

も、自分で気持ちのコントロールや切り替えができるように頑張らなければならないと考えて

います。 

卒業まであと 9 ヶ月、先輩たちのような立派な社会人になれるように、日々努力していきた 

いと思います。 

－ ３ － 



福島市の障がい福祉サービス事業所状況 

現在、福島市において障がい福祉サービスをお使いの方の主な事業所の状況が福島市

のホームページにて紹介されています。主な福祉サービスの一覧は下記のとおりです。 

『福島市障害福祉サービス事業所一覧』で検索ください。 

ホームページには数だけではなく、事業所名も掲載されています。 

 

 

 

（令和 7年５月 1日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

サービス種別等 事業所数 
主たる 

事業所数 

生活介護事業所 36 34 

自立訓練（生活訓練） 4 4 

就労移行支援 9 9 

就労継続支援 A型 7 7 

就労継続支援 B型 55 49 

共同生活援助（グループホーム） 110 38 

日中一時支援 40 40 

 

 

日頃より、進路に関する行事等にご協力いただきましてありがとうございます。 

 本校では、昨年度より全学部において自分の進路をより具体的に考え、活動の積み重

ねを記録し、活動を振り返るツールとして【キャリアパスポート】を作成しています。児童

生徒の目標達成に向けて今後も活用していきたいと思います。 

 また、生徒たちは事業所見学会、校内での実習や産業現場等における実習を通して、

卒業後の生活や進路について具体的に学習していきます。 

保護者の方々を対象とした進路に関する行事としましては、９月に進路座談会、１０月

に保護者対象の事業所見学会、１１月には、保護者進路研修会を予定しております。ぜ

ひ、お子様の進路について考える上での参考にしていただければと思います。 

キャリア支援部 進路指導主事 若松 伸司 

 

就労継続支援 B型事業所 

 【そら】 

 

住所：福島市笹谷字中田 4-3 

電話：024-563-1898 

就労継続支援 B型事業所 

生活介護事業所 

【アートさをり】 

住所：福島市南沢又字前田 

5-24 

電話：024-573-9400 

   (法人本部・生活介護) 

      024-573-9407 

   (就労継続支援 B型) 

就労継続支援 B型事業所 

 【杜の花】 

 

住所：福島市宮下町 14-22 

電話：024-597-8806 

リニューアルの事業所紹介
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